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総
額

八
十
二
億
五
干
四
百
九
十
三
万
三
千
円

3月定例町議会報告

平
成
十
一
年
度
の
当
初
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
三
月
定
例
町
議
会
が
三
月
十
二
日
か
う
三
月
十
九
日
ま
で
の

八
日
間
に
わ
た
り
聞
か
れ
ま
し
た

。

こ
の
定
例
町
議
会
で
は
、
平
成
十
一
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
な
ど
三
十
四
議
案
等
を
審
議
し
、
三

十
三
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
、
採
択
、
請
願
一
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た。

当
初
予
算
か
5
順
を
追
っ
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

。

-
予
算
の
概
要

非
常
に
厳
し
い
財
政
事
情
の
な
か
、
平
成
十
一
年

度
当
初
予
算
は
、
第

三
次
長
期
総
合
計
画
の
主
旨
に

沿
っ
た
う
え
で
、
行
政
投
資
や
行
政
サ

ー

ビ
ス
の
低

下
の
な
い
よ
う
に
努
め
な
が
ら
予
算
規
模
を
平
準

化

し
た
編
成
と
な

っ

て
い
ま
す
。

各
会
計
の
予
算
規
模
と
し
て
は
、
一
般
会
計
四
、

六
九
三
、
七
六
六
千
円
で
、
中

学
校
屋
内
運
動
場
整

備
事
業
の
完
了
等
に
よ
り
対
前
年

比
九
・
二
%
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
八

二
二
、
五

一
五
千
円
(
対
前
年
比
六

・

八
%
増
)
、
老
人
保
健
特
別
会
計
一
、
三
三
一
、
六

九
八
千
円
(
対
前
年
比
六
・
四
%
増

)、
簡
易
水
道

特
別
会
計
は
、
問
屋
大
屋
敷
飲
料
水
供
給
施
設
整
備

を
補
助
事
業
に
よ
り
取
り
組
み
、

二
七
三
、
四
七
六

千
円
の
予
算
規
模
で
対
前
年
比
四
一

・

七
%
の
増
、

••• 一般会計当初予算額の状況-・・
歳出(目的別経費)歳出(性質別経費)入歳

広報かわうち

会



公
共
下
水
道
特
別
会
計
は
浄

化
セ

ン
タ

ー

建
設
経
費
等
の
増
で
予
算

規
模

一、

0
0
0
、
五

一
三
千
円

で
対
前
年
比
七
六

・

七
%
の
増
と

な
り
ま
し
た

。

ふ
る
さ
と
交
流
館

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
予
算
規

模
一
四
一
、
九
六
五
千
円
で
対
前

年
比
六
七

・

六
%
増
で
す
。

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の

予
算
規
模
の
総
計
は
八

、

二
五
回
、

九
三
三

千
円
で
対
前
年

比
で
は

一
一・
八
%
の
増
額
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。

般
議
案

3月定例町議会報告

O
川
内
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
同
意
に
つ
い
て

白
戸
寧
委
員
の
辞
職
に
伴
い
、

後
任
に
渡
部
良
温
氏
を
任
命
す
る

た
め
議
会
の
同
意
を
求
め
た
も
の

O
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委

員
に
、
市
場
の
野
首
恒
明
氏
を
再

任
す
る
た
め
議
会
の
意
見
を
求
め

た
も
の

O
川
内
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

川
内
町
有
線
放
送
電
話
施
設
廃

止
撤
去
完
了
に
伴
い
、
関
係
条
例

の
整
備
を
す
る
も
の

O
職
員
の
勤
務
時
間
・
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

育
児
休
業
等
育
児
又
は
家
庭
介

護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す

る
法
律
等
の

一
部
改
正
に
伴
い
、

職
員
の
勤
務
時
間

、

休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
し

よ
う

と
す
る
も
の

O
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

川
内
町
有
線
放
送
電
話
施
設
廃

止
撤
去
完
了
に
伴
い
、
関
係
条
例

の
整
備
を
す
る
も
の

O
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

職
員
が
公
務
の
た
め
、
特

別
職

員
等
に
随
行
し
て

、

旅
行
し
た
場

合
の
旅
費
及
、
び
宿
泊
料
を
適
正
に

支
給
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の

O
川
内
町
教
育
施
設
等
使
用
料
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

川
内
中
学
校
屋
内

運
動
場
が
改

築
さ
れ

一
般
に
開
放
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い

、

使
用
料
を
徴
収
す
る
た

め
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の

川上小学校及び川内中学校屋内運動場使用料金表

使 用 料

使用区分
午目リ 午後 夜 間 昼 間

8 :3 0~ 1 3: 00~ 1 8:0 0~ 8 : 3 0~ 

12:00 17:00 22:00 17:00 

7 全面利用の 600円 600円 800円 3 ， 000円
場 .�. 

リ
[::l 

2 分の 1
ナ
利用の場合

300円 3 00円 400円 1 ， 5 00円

武 全面利用の

場 .�. 300円 300円 400円 80 0円
Eコ

道

場
2 分の 1

利用の場合 150円 150円 2 00円 400円

。

川
内
町
教
育
委
員
会
委
員
白
戸

寧
氏
の
辞
職
に
伴
い
、
後
任
に
、

茶
堂
の
渡
部
良
温
氏
(
六
十
一
歳
)

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
十

一
年
九
月
三

十
日
ま
で
で
す
。

略
歴
は
、
次
の
と
お
り
で
す

。

マ
住
所
北

方
三

、

一
二
八
(
茶
堂
)

マ
略
歴

県
教
育
委
員
会
指
導
主

事
、
県
教
育
研
究
協
議
会
副
会
長
、

県
校
長
会
理
事

、

郡
校
長
会
長

、

川
内
中
学
校
長
な
ど
を
歴
任
。

広報かわうち



O
川
内
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
助
成
条
例
等
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

用
語
整
理
の
た
め
の
一
部
改
正

O
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

川
内
町
町
民

運
動
場
の

用
地
と

し
て
次
の
土
地
を
取
得
す
る
た

め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の

マ
所
在

吉
久
字
国
中

三
五
二
番

地

一

他
十
八
筆

一
一

、

六
五
八

・

四

一

平
方
メ
ー
ト
ル

回
、
畑
、
原
野
及
び
雑

種
地

3月定例町議会報告

マ
地
積

マ
地
目

O
松
山
伝
染
病
院
組
合
の
解
散
に

つ
い
て

O
松
山
伝
染
病
院
組
合
の
解
散
に

伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の

患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法

律
が
平
成
十

一
年
四
月
一
日
に
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
伝
染
病

予
防
法
が
、
廃
止
さ
れ
る
た
め
地

方
自
治
法
第

二
八
八
条
に
よ
り
当

組
合
を
解
散
す
る
こ
と
と
し
、
関

係
地
方
公
共
団
体
と
の
協
議
に
つ

い
て

同
法
第
二
九
O
条
の
規
定
に

基
づ
き

、

議
会
の
議
決
を

求
め
た

も
の

幸R

とヒ
Eコ

O
保
健
福
祉
常
任
委
員
会
審
査
報

土
口

継
続
審
査
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
川
内
保
育
園
の
保
育
時
間
の
延

長
を

求
め
る
陳
情

書
、
国

立
病

院
・

療
養
所
の
独
立
行
政
法
人

化
・
民
営
化
に
反
対
し
機
能
の
充

実
強
化
を
求
め

る
陳
情
書
は

、
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

O
公
共
下
水
道
整
備
促
進
特
別
委

員
会
審
査
報
告

O
温
泉
施
設
建
設
等
特
別
委
員
会

審
査
報
告

議
員
発
議

O
地
方
分
権
の
実
現
に
関
す
る
意

見
書

O
国
立
病
院
・
療
養
所
の
独
立
行

政
法
人
化
・
民
営
化
に
反
対
し

機
能
の
充
実
強
化
を
求
め
る
意

見
書

い
ず
れ
も
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

国
主
円

願

O
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
介
入
に
日
本

を
参
戦
さ
せ
る
「
周
辺
事
態
措

置
法
」
な
ど
の
制
定
に
反
対
す

る
意
見
書
探
択
を
求
め
る
請
願

室田不
採
択
と
な
り
ま
し
た

。

陳

』情

O
特
急
パ
ス
の
運
行
に
関
す
る
陳

情
書

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

園
午==
ロ

可

O
成
川
耕
造
君
の
議
員
辞
職
許
可

に
つ
い
て

O
大
西
勉
君
の
議
員
辞
職
許
可
に

つ
い
て

い
ず
れ
も
許
可
さ
れ
ま
し
た

。

退
任
に
あ
た
っ
て

春
眠
暁
を
覚
え
ぬ
好
季
節
と
な

り
ま
し
た

。

町
民
の
皆
様
に
は
、

益
々
御
清
栄
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
私
こ
と
、
平
成
十

一
年

四
月

二
十
二
日
の
任
期
満
了
を
も

っ
て

、

川
内
町
長
の
職
を
退
任
い

た
し
ま
し
た

。

顧
み
ま
す
れ
ば
、
平
成
三
年
四

月
に
就
任
以
来
、
二
期
八
年
問
、
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
急
速

に
変
革
す
る
時
代
と
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
明
る
く
住
み
よ
い
町

ず
つ
く
り
の
た
め
に
誠
心
誠
意
全
力

4空間、 ‘

で
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

。

御
蔭

様
で
、
公
約
の

一
部
を
除
き
ま
し

て

、
概
ね
達
成

で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
自
負
い
た
し
て
お
り
ま
す

。

こ
の
間
町
民
の
皆

様
方
は
も
と

よ
り
、
関
係
各
位
の
皆
様
方
の
心

温
か
い
御
指
導
と

、

御
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
謹

ん
で
深
く
感
謝
と
御

礼
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

特
に
、
高
速
道
路
の
開
通

、

ら

く
れ
ん
の
工
場
誘
致

、

斎
場
「
桜

花
苑
」
の
建
設
、
下
水
道
事
業
の

着
手
、
ふ
る
さ
と
交
流
館
及
び
川

内
中

学
校
体
育
館
の
建
設
な
ど

は
、
重
要
事
業
で
あ
り
、
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

任
期
を
終
え
る
に
当
た
り
、
自

ら
の
良

心
に
恥
じ
る
こ
と
な

く

、

数
々
の
熱
い
思
い

出
を
も

っ

て
、

今
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
こ
と
は
誠
に
有
難
く

、

い
ろ
い

ろ
な
意
味
で
私
は

、
恵
ま
れ
て
い

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す

。

こ
れ
か
ら
は

、

川
内
町
を

愛
す

る
一
人
の
町
民
と
し
て
、
郷
土
の

)11 
内

ー町
森長

房
義

発
展
と
、
町
民
皆
様
の
幸
せ
を
願

い
な
が
ら
、
残
さ
れ
た
人
生
を
有

意
義
に
生
き
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

任
期
中
、
町
政
各
般
に
わ
た
り

御
理
解
、
御
協
力
、
御
指

導
を
賜

わ
り
ま
し
た
こ
と
、
重
ね
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
、
こ
の
上

と
も

、

御
交
誌
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
誠
に
簡
単
粗
辞
で
す
が
、

御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

本
当
に
長
い
問
、
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

広報かわうち
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ー
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は

1

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た
め
に
は
、

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

認
定
を
受
け
ら
れ
る
人
は

、

六
十
五
歳
以
上
で
介
護
を
必
要
と
さ
れ
る
方
、
ま
た
四
十
歳

以
上
で
加
齢
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
病
気
に
よ
り
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
方
々
で
す

。

認
定
の
受
付
け
は
、

平
成
十

一
年
十
月

一
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

銀握基お

介護が必要になった時は、役場窓口に
おいて申請をしてください。

役
場
に
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
、

申請が出ますと、調査員が訪問調査の
ためお宅へお伺いして日常生活の動作や
状態を調査します。

認定された要介護度によって支払われ
るサービスの限度額が決定されます。
その限度額の範囲でその方にあった介

護メニューを作成していくことになります。

介護サービス計画に沿って在宅サービ
スや施設からのサービスが提供されます。
本人の負担は、 1 割となります。

かかりつけの医の意見書、訪問調査票
に基づき「介護認定審査会」によって決
定がなされます。
認定は、申請より 30 日以内になされ、

本人に通知が送付されます。

サービスの
提供 審

査
認
定
を
受

巨画亘 | かかりつけ医の意見書

市

-要介護認定は、原則 6 力月ごとに更新することとなっています0
・また、 症状が変わった場合にも再ひ.申請をすることがで・きます0

・介護サービス計画は、自分でも立てられますが専門家 (介護

支援専門員) に依頼することもできます。 これも介護保険サ

ービスの 1 つです。

・なお、介護サービスの提供は、平成12年 4 月 1 日からです。
ぞれまでの期間は、現在行われている高齢者福祉サービスと

なります。

介護認定の受付けは、
平成 11年 10月 1 日から始まります。

「ーーーーーーー

とんおときに回届け出を f
次のようなときには、
必す'14日以内に届け出てください。

[問い合わせ先]

川内田福祉課保険係企966 ・ 2223

E盲目商m軍事芝ヨEm理署軍事理署ヨ・その他 I 
-退職者医療制度の対象になったとき ・他の市区町村に転出するとき ・他の市区町村から転入してきたとき

.市区町村内で住所が歪わったとき .職場の健康保険にはいったとき ・職場の健康保険をやめたとき
・世帝主や氏名が変わったとき ・職場の健康保険の被扶養者になった ・職場の健康保険の被扶養者からはず
・世帯を分けたり、一緒にしたとき

とき れたとき
・出かせぎや長期の旅行に行くとき
・修学のために別に住所を定めるとき ・国保の被保険者が死亡したとき ・子どもが生まれたとき
・保険証をなくしたとき ・生活保護を受けるようになったとき ・生活保護を受けなくなったとき

(あるいは活れて使えなくな ったとき) ・外国人がやめるとき ・外国人がはいるとき

L_ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー」

ぬ
広報かわうち
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土
砂
災
一
危
鴎
箇
聞
の
お
知
-
D芭

川
内
町
の
地
す
べ
り
・
急
傾

斜
崩
壊
危
険
箇
所
及
び
土
石
流

危
険
箇
所
は
下
図
の
と
お
り
で

す
。な

お
、
土
砂
災
害
に
つ
い
て

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
川
内

町
役
場
建
設
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

土石流危険渓流

急傾斜地崩嬢危険箇所

地すべり危険箇所

※
乙
の
地
図
は
、
愛
媛
県
土
木
部
河
川
港
湾
局
砂
防
課
が

測
量
法
第
二
十
九
条
に
基
づ
き
建
設
省
国
土
地
理
院
長
の

承
認
「
平
旧
回
復
、
第
2
5
3

号
」
を
得
て
作
成
し
た
地

図
の
一
部
を
転
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

-1J'11宝E・-ttBT 豆E・一一土石漏「
-がけかうの水が濁る

・がけに亀裂が入る

・小石がバラバラ落ちてくる

-地面にひび割れができる

・沢や井戸の水が濁る

・斜面かう水がふき出す

-山鴫りがする
・雨が降り続いているのに、
川の水位がさがる

・川の流れが濁ったり、流木
が混ざりはじめる

広報かわうち

ぬ



土
砂
災
害
の

札
一
構
え
と
注
意

恐
ろ
し
い
土
砂
災
害
を
防
止
す

る
た
め
に
、
現
在
さ
ま
ざ
ま
な
対

策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
十
分
に
災
害
を

防
ぐ

こ

と
は
で
き

ま

せ
ん
。

被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め

に
は

、

ひ
と
り

一
人
が
気
象
情
報

等
に
注
意
し

て
早
め
に

避
難
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

レ |雨
て I lt:
Ll 1 5，主
ま l意
す
か
っ

土
砂
災
害
の
多
く
は
雨
が
原
因

で
起
こ
り
ま

す
。

長
雨
や
大
雨
で

谷や斜面に貯まった土 ・石・砂などが、梅雨や台風

などの集中豪雨による水といっしょになって、

一気に流れ出してくるのが土石流

です。 破壊力が大きく、また

速度も速いので、大きな

被害をもたらします。

このような被害を

もたうす恐れのある

渓流を

土石流危陳渓流

といい現在全国に

79 ， 318渓流

あります。

-IU園園長墜誼・

危
険
だ
と
思
っ
た
ら
、

難
し

ま
し
ょ

う

。

早
め
に
避

一
時
間
に

二
十

ミ
リ
以
上

、

ま
た
は
降
り
始
め
て

か
ら
百
ミ
リ
以
上
の
降
雨
量
に
な

っ
た
ら
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

逃
げ
方
を

知
っ
て
り
ま
す
か
っ

避
難
場
所
目

決
ま
っ
て
り
ま
す
か
っ

普
段
か
ら
家
族
全
員
で
避
難
場

所
や
避
難
す
る
道
順
を
決
め
て
お

土
石
流
は
速
度
が
速
い
た
め

、

流
れ
を
背
に
し
て
逃
げ
た
の
で

は

追
い
つ
か
れ
て
し

ま
い
ま
す
。

土
砂
の
流
れ
る
方
向
に
対
し
て

直
角
に
逃
げ
る
よ

う
に
し
ま

し

ょ

、
つ
ノ。

-llii亙醤註1国室園・
比較的緩やかな斜面において、地中の粘土層

など滑りやすい面が地下水の影響などで、

ゆっくりと動き出す現象です。

一度に広い範囲が動くため、

ひとたび発生すると住宅、

道路、鉄道、耕地芯どに

大きな被害を及ほlしたり、

川をせき止めて洪水等

を引き起こすことが

あります。

このよう忽被害が

生じる恐れのある箇所を

地すべり危隙箇所といい

現在全国に11 ， 288箇所あります。

き
ま
し
ょ
う

。

災
害
が
起
き
る
時
、

家
族
全
員
が
い
っ
し
ょ
に
い
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
時
も
あ

ら
か
じ
め
避
難
場
所
を
決
め
て
お

け
ば
安
心
で
す
。

Eヨ日曜日臨闘司自首11'"1

地面にしみ込んだ水分が土の抵抗力を弱め、 弱く

なった斜面が突然崩れ落ちるのががけ崩れです。

突発的に起こり、瞬時に崩れ

落ちるので、逃げ遅れる

人も多く、死者の割合も

高くなります。 また、 地震を

きっ力、けに起こることも

あります。

このような被害が

人家5戸以上に生じる

恐れのある箇所を

急傾斜地崩壊危険箇所といい、

現在全国に86 ， 651箇所あります。

ぬ
広報かわうち
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壬ム

日IT')

83名

23名

9名

4/9 川内中学校 150名

置亙
4/8 川上小学校

東谷小学校

西谷小学校

。

エι
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否ι

日 IT')
吾ι
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日11')

zι 

日11')

平
成
十
一
年
度
役
職
員
名
簿
等

は
、

次
号
に
掲
載
い
た
し
ま

す
。
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4/6 川内保育園
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西谷幼稚園

川内保育園

ぬ

東谷幼稚園
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川内中学校図書館内に勺bの教室11 が開設

されました。

相談日は、毎週月-火-木-金曜日の午後。友達

や生徒の問題、学業や進路の問題、遊びゃ趣昧

の問題、家庭や地域の問題、何でも本人・グループ・

保護者等の相談に教職経験のある専門家が相

談に応じます。

手紙や電話でもOKです。(fi966-5180) 

内競技場
450計

内アりーナ
1.044r行

直言E
鉄筋コンクリート一部2階建

直面
・ 体育館

1 .570計
・ クラブハウス

275m 
・ 武道場

606而

四
月
十
四
日
か
ら
は
、
学
校
教
育
に
支
障
の
芯
い
範

囲
に
お
い
て
一
般
の
方
の
使
用
も
司
品
恥
と
な
り
ま
し
た
。

使
用
の
申
込
み
は
、
教
育
委
員
会
(
宮
9
6
6

1

4
7

2
1
)
ま
で
。

‘ 心c;)教室

ぬ

川中体育館武道場に 惨

「求道」ぬ書

地域振興券爽付拍手る l 砂

改築された川内中学校体育館の 2 階武道場に「求

道J の書(熊田慶一書)が掲げうれました。

力強い筆遣いで書かれた「求道」の書は、こ

れから、中学生を励まし、見守ってくれます。

3月 25日から役場にて地域振興券の交付がス

タートしました。

現在、交付対象者の約9割に地域振興券が渡

りましたが、ちょうど入園、入学時期ということで、

その関連商晶に使われているようです。



5月 22日出午前1O~ 1 1 時
(受付9時3 0分)
川内保育園

口内容 開会式、手遊び、 パネルシア夕 、小麦粉粘土
/衣類が汚れるおそれがあります。 着替えを用 \
\意してきてください。 )

地域の「家庭での子育て」を支援するために、就園
前の乳幼児を対象に、保育園を開放して一緒に遊んだり、
子育てにおける悩みを話しあえる機会を設けたいと願い、
平成8年度から 「子育て広場」を行っています。
ど芯たでも気軽にお子さんと 緒に保育園に来て遊

んだり、おしゃべりしたりしてみませんか。

・ 子育て広場年間計画表
実施日 内 容 場所

5月 22日ω -開会式・手遊び・J\ネルシアター・小麦粉粘土 保育園

6 月 12m日 -虫歯予防について・親子で身体を使って遊ぼう 11 

7 月 248ω -フルで遊ほう・水、砂、 シャボン玉遊び 11 

8 月 7日∞ -フルで遊ぼう・水、 砂、 シャボン玉遊び 11 

1 0 月 16 日目 -絵本の読み聞かせと紹介・表現遊び・井戸縮会議 11 

11 月日目的 -手作りおもちゃを親子で作ろう・表現遊び 11 

1 月日目的 -リズム遊び・エプロンシアター・井戸端会議 11 

2 月 26 日出 ・閉会式・人形車IJ・反省会 11 

※参加ご希望の方は、 5 月 12日制までに
川内保育園 (fi 966 - 2288)にご連絡ください。

• • 
| ・川内町親善ゴルフ大会 |

/ 口日時 5 月 5 目 的。 午前 7 時~
口場所 松山ゴルフ倶楽部

-還暦式

口日時 5 月 1 6日 (日
受付 午前 9 時~

口場所 中央公民館

| ・揚り畑遺跡遺物・パネル展 |
口日時 4 月 22日 同~ 5 月 1 8日 ω
口場所 ふるさと交流館

-

4 --

Fミ二二ニづ3

ミさラ3

一 ー一一一

広報かわうち

ぬ

E 111111111111111 

ふるさと爽涜館
開館 1 周年記念

... 
先着500人の方に
記念品を贈呈

特設やぐらからの 惨
もちまきも
行われました。

... 
各種団体のバザーも
聞かれま した。

当日は、旧の節句 炉
ということで甘酒も
振る舞われま した。

4月 4 日、 ふるさと交流館で開館 1 周年記念イ

ベン卜が開催されました。

ふるさと交流館は、年間入浴利用者数 1 5万

人と見込んでスタートしましたが、その予想を

大きく上回る32万人 ( 3月末まで) の利用者が

あり、この日も、大勢の入浴客でにぎわいました。



TOWNTOPICS 

第
七
回
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

三
月

二
十
八
日
、
川
内
勤
労
者
体
育

セ
ン
タ
ー
で
第
七
回
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

み
ん
な
の
広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
て
い
ま
す

。

「
こ
の
人
」
「
満
一
歳
お
め
で
と
う
」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題
、
情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

E
9
6
6
・

2
2
2
2

町
内
外
か
ら
強
豪
十
チ
l

ム
が
参
加

し
て
行
わ
れ
た
こ
の
大
会
で
は
、
息
づ

ま
る
接
戦
が
続
き
、
見
て
い
る
者
も
、

思
わ
ず
大
き
な

声
が
出
る
ほ
ど
力
が
入

竹
手
品
し
た
。

白
熱
し
た
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

-

優
勝

・
準
優
勝

・
第
三
位

川
内

ヤ
ン
グ

川
内
ベ
テ
ラ
ン
ズ

小
野
ク
ラ
ブ
A

源
太
桜
ま
つ
り

四
月
四
日
(
日
)
、
土
谷
で
源
太
桜
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
会
場
の
土
谷
公
民
館
か
ら
源
太
桜

ま
で
の

一
・

六
キ
ロ
を
歩
く

「ウ
オ

|

キ
ン
グ
源
太
桜
」
は
、
年
を
追
う
ご
と

に
参
加
者
が
増
え
、
源
太
桜
近
く
の
茶

屋
は
、
終
日
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
地
元
の
方
々
の
努
力
で
源

太
桜
周
辺
が
整
備
さ
れ
、
じ
っ
く
り

腰

を
す
え
て
、
源
太
桜
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
公
民
館
で
は

J
の
け
ぼ

の
橋
H

の
模
型
展
示
や
特
産
品
販
売
、

も
ち
ま
き
な
ど
が
あ
り

、

訪
れ
た
人
は

桜
三
里
の
春
の

一
日
を
楽
し
み
ま
し
た

。

(
代
)

表
川
吟
社
四
月
例
会
報

池
川

善
説
の
芽
に
希
望
多
々
あ
り
未
来
あ
り

通
園
の
パ
ス
待
つ
母
に
桜
か
な

屋
敷
畑
の
青
菜
の
枯
れ
や
別
れ
霜

畑
打
つ
や
夫
の
ニ
の
腕
力
-
一
局

酒
が
好
さ
草
餅
が
好
き
農
{
寸
る

善
説
の
#
牙
や
恋
知
h
1

・
初
め
し
指
如
く

潮
の
香
に
心
和
ま
せ
桜
貝

山
格
遠
く
の
海
の
具
碧
な
る

父
を
連
れ
母
の
子
を
取
り
春
の
旅

春
寒
や
小
極
住
ひ
の
尾
長
鶏

戎
り
香
も
箱
に
仕
舜
へ
る
雛
か
な

リ
成
玉
虫
や
土
に

戯
む
る
放
ち
鶏

見
つ
か
れ
ば
直
ぐ
摘
み
取
ら
る
蕗
の
茎

お
ぼ
つ
か
な
杖
の
歩
み
や
春
日
向

と
り
止
め
て
ふ
も
あ
り
け
り
大
試
験

広報かわうち

蜘
谷

選
栄
樹

笹
子

樋
ロ
史
子

菅
野
美
岬

渡
部
テ
ル
ミ

戒
能
多
喜

大
下
典
子

菅
野
美
代

花
山
加
寿

宮
崎
山
地
絡

領
家
世
津

渡
部

五
月

和
田
準

宇
和
川
悠
起

池
川
明
谷

田渡
中部

ぬ

“あけぼ‘の橋"模型
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源
太
桜
投
句
秀
句

桜
観
る
心
暗
れ
ゐ
る

一
時
を

又
来
よ

う
源

太
桜
に
一
日
ぽ
れ

源
太
桜
普
を
し
の
ぶ

山

の
道

四
街
道
-

一
人
仲
良
く
花
見
か
な

朝
の
日
に
い
い
も
の
見
た
よ
台
ざ
く
ら

山
は
だ
は
ふ
ん
わ
り
浮
き
し
桜
か
な

役員改選も終わり、春風に帆を

あげて、 平成11年度が出発しまし

た。

今年度もどうかよろしく御支援、

御協力の程お願い申し上げます。

池
川

鯛
谷

選5ム

見
仰
ぐ
れ
.
ば
源
太
桜
は
天
に
染
む

老
幹
に
せ
い
い
っ
ぱ
い
の
花
を
つ
け

我
が
吋
の
源
太
桜
や
老
い
も
子
も

相
生
の
桜
源
太
と

・一
-
一
ロ
は
れ
け
り

三
O
O
年
偲
ぶ
昔
や
源
太
桜

さ
く
ら
道
往
時
を
偲

ぶ
夫
婦
づ
れ

杖
つ
い
て
見
に
行
く
源
太
ざ
く
ら
か
な

名
を
戎
し
源
太
桜
や
峠
道

藩
政
の
は
品
田
を
語
る
桜
か
な

⑨5月ボカシづくり
5 月 30 日 (日)午後 7 時30分より

中央公民館大ホールにて

ポカシで生ゴミを処理して土に

還し 、 ゴミの減量を図リましょう。

土のない人は、生ゴミを 絞りし

てポカシをふり 、 ゴミ収集日に出

しましょう。 なお、水をきれいに

するために、米のとぎ汁をポ力シ

で発酵させ、トイレや排水口に流

したり 、薄めて花や野菜にかけた

リしてください。

ホタルや魚の見える JJ ¥J 11にいた

しましょう 。

松
前
町

中 小
島津

一女

和
田
さ
き
こ

ふ
じ
え

が 戸「
一 一康 問

吉 慎に 山
門 太た
自 aß ~
ι く
ミE ん

トレードマークは天然パーマ !

元気におおきくなあれ。

(父 ・ 母より)

⑨日赤募金
5 月末日までです。 お世話をお

かけしますが、よろしくお願いし

ます。

主主
『司

τ 木
月 開ま

日 212
tt く
5 ん

園

好奇心いっぱいで、少しだけ泣き虫。

たくましく育ってね。

(父・母より)

十
亀

誠
一
郎母

中
島

十
亀
誠

一
郎

熊
田
慶

一

ま
さ
か
ず社

戊

青
木

愛
次
郎

小
安
ヤ
ス
子

和
田
省
三
郎

⑨桜学級の申し込み
地域づく り 、 地域に生きる勉強

をいたしまし ょう。 班長さんまで

申し込んでください。

日
時

五
月
一
日

午
後
七
時
よ
り

場
所

中
央
公
民
館

宿
題

議
員

・

家
・

笛

楽
し
く
気
持
ち
良
い
グ
ル
ー
プ
で
す
。
ど
し
ど
し

御
参
加
下
さ
い
。

ぬ

川
柳
も
づ
く
吟
社
四
月

例
会
報

桜
舞
う
ピ
ン
ク
に
A
W沈
わ
れ
る

エ
リ
ー

ト
は
輪
の
中
心
を

譲
ら
な

い

歌
好
き
の
ム
昔
、
婦
が
唄
い
庄
が
な
ご
む

ど
よ
め
き
は

A叩
速
か
け
た
大
角
カ

音
と
勘
上
手
に
動
く
白
い
杖

携
帯
の
音
が
鞄
の
中
で
す
る

有
名
無
名
人
叩
の
価
値
が
上
下
す
る

音
量
を
上
げ
る
下
げ
る
で
又
も
め
る

金
の
事
中
途
半
端
な
返
事
す
る

( 宿 聞
員美み 困

花寧
日 ミ4
5E ん

五
月
例
会
御
案
内

誰からも愛される

優しい子に育ってね。

(父 ・ 母より)

渡
( 部
E 梨り
誌 をさ
日 =4
55 ん

届

喜
撰
亭

選

満G
6PEござ/

菅
野

松
岡

岡
本

渡
部
佐
久
良

都
築
登
青
子

篠
森
美
登
里

美
雪

義
国

武
士

高
岡

j采紫
舟ご百

IJf!L 

平
岡

高
瀬
喜
選
亭

お兄ちゃん、お姉ちゃんと

仲よくしてね。

(父・母より)

広報かわうち
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園
国
家
公
務
員
採
用

圃試
験

人
事
院
は

、

平
成
日
年
度
中
に

次
の
採
用
試
験
を
行
う
予
定
で

-平成11年度国家公務員採用試験日程

[大学卒業程度]

試験の種類
申込受付期間

第 1 ;欠試験日
郵送受付 持参受付

国家公務員採用 I 種試験 6月 13日(日

国家公務員採用 E 種試験 4月 2自国 5月 6日(村 7月 4日(日

国税専 門 官採 用 試験 6月 19目白

労働基準監督官採用試験 5月 13日(木) 5月 13 日(対 6月 20日(日)

法務教 官 採用試験 6月 19日∞
航空管制官採 用 試験 8月 1 6日伺) ~8月 30日開 9月 26日(日)

す
。

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

、

〒
7
6
0

・

0
0
6
8

高
松
市
松
島
町
l

の
げ
の
お

人
事
院
四
国
事
務
局

第
二
課
試
験

係

(宮
0
8
7

・

8
3
1

・

4
7

6
5

)
ま
で

[高校卒業程度]

試験の種類 申込受付期間 第 1 次試験日

国家公務員採用 E種試験 6月 23日体:)~ 6月 30日附 9月 5日(日)

刑務 官 採用試験 10月 3日(日)

入国 警 備官採 用 試験

皇宮護衛官採用試験 8月 1 6日伺)~8月 30日開)
9月 26日(日)

航空保安大学校学生採用試験

海上保安学校学生採用試験

海上保安大学校学生採用試験
8月 26日休)~9月 7日ω

10月 30目白

気象大学校学生採用試験 10月 31 日(日

園し
ま
な
み
海
道
叩

園ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

し
ま
な
み
海
道

ω
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

新

た
な
出
会
い
と
交
流
を
求
め
て
そ

ん
な
気
持
ち
を
「
お
も
て
な
し
」

「
笑
顔
」
に
表
わ
し
て
「
し
ま
な

み
海
道
卯
」
で
想
い
出
を
つ
く
っ

て
み
ま
せ
ん
か

f

個
人
、
家
族
、
グ
ル
ー
プ
で
ふ

る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

{お
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
は

}

一T
7
9
4

・

8
7
9
0

3 セし今
ンま j台

8 タな r=lï
o I み片
6 海田
6 ( j首山

宮 ~ IllJ 
又ハ '99

一 ーは U ボ
っ 8 弓丁
:3 9 ン目

8 テ 2
8 ・ ィ番
o 3 ア地

6
7

)
ま
で

園愛
媛
県
高
齢
者
通
信

園大
学
受
講
生
募
集

口
学
習
期
間
及

、

ひ
募
集
定
員

学
習
期
間
平
成

日
年
6

月
i

平
成
ロ
年
3

月

1
0
0

名

募
集
定
員

口
受
講
資
格

県
内
に
住
ん
で
お
ら
れ
る

ω
歳

以
上
の
方

口
講
座
内
容

川
一
般
課
題

哲
学
、
生
涯
学
習
、
文

化
、
経

済
、
福
祉
、
社
会
、
健
康
、
歴
史

(テ
キ
ス
ト
で
学
習
し
、
感
想

文
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す

)

ω
特
別
課
題

自
分
史

口
問
い
合
わ
せ

・

申
込
先

〒
7
9
0

・

0
8
4
3

松
山

市
道
後
町
2

丁
目
9

香
凶
号

愛
媛
県
長
寿
社
会
振
興
セ
ン
タ

(宮
9
2
6

・

8
8
8
9
)

圃
福
祉
館
事
業

圃登
山
教
室
生
募
集

口
目

的

山

登
り
を
通
じ
て
自
然
と
親
し

み
、
体
力
の
増
進
を
図
る
と
と

も
に
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を

大
切
に
す
る

口
期

間

月
l

回
程
度
を
予
定

口
実
施
日
時

土
曜
日
、
日

曜
日
、
及
び
祝
祭

日
に
実
施

(日
帰
り
行
程
)

口
募
集
人
員

初
名

(
先
着順
)

口
申
込
締
切

5

月
山
日

開
ま
で

口
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

詳
し
い
こ
と
は
、
福
祉
館

(包

9
6
6

・

3
3
0
6
)
ま
で

ぬ
広報かわうち
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子
ど
も
の
日
記
念

無
料
法
律
相
談

口
日
時

平
成
日
年
5

月

日
日
ω

O

土
寸
i

2

寺
、

3

土
す
1

5

土
寸

1
i

R
U
H

句

i

昨
p

t
i

口
H
1

よ

日
μ

口
場
所

愛
媛
弁
護
士
会

口
相
談
内
容

少
年
事
件
や
子
ど
も
の
人
権
問

題
な
ど

、

担
当
弁
護
士
数
人
が

常
駐
し
電
話
相
談
に
応
じ
る

。

(面
接
相
談
も
可
)

口
相
談
料

無

料

口
電
話

包
9

3
3

・

1

3
4

0

インフォメーション

い
じ
め
・
な
や
み
等
の

教
育
相
談

口
日
時

毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜
日

午
前
8

時
却
分
1

午
後
5

時

口
場
所

中
央
公
民
館
2

階

教
育
相
談
室

口
内
容

い
じ
め

・

登
校
拒
否
等
教
育
上

の
悩
み
に
つ

い
て

、

本
人
ま
た
は

保
護
者

・

関
係
者
か
ら

の
相
談

口
相
談
員

渡
部
良
温
教

育
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

(
無料
・

秘
密
厳
守
)

口
電
話
相
談

E
9
6
6

・
6
1

5
0

愛
媛
大
学

医
学

怨
一
小

主
寸

5

月

お
日
幽
i

5

月

初
日

間

口
場
所

愛
媛
大
学
医
学
部
キ
ャ

ン
パ
ス

ロ
イ
ベ
ン
ト
内
容

お
笑
い
ラ
イ
ブ

(ネ
プ
チ
ュ
ー

ン

)、

市
民
講
座

(テ
l

マ

「介

護
保
険
」
)、

夜
市

、

医
学
部
展

、

口
日

バ
ン
ド
コ
ン
テ
ス
ト

、

ー
ケ

ッ
ト

な
ど

フ
リ

l

マ

口
問
い
合
わ
せ
先

詳
し

い
日

程
等
は

、

愛
媛
大
学

医
学
祭
実
行
委
員
会
広
報
局

E
9
5
5

・
1

3
5
6

-自
衛
隊
松
山
駐
屯
地

-創
立
制
周
年
記
念
行
事

口
日

主
寸

円
M
H
H

5

月
お
日

間

口
場
所

松
山
駐
屯
地

口
催
し
物

式
典
、
訓
練
展
示

、

ジ
l

プ
試

乗
ほ
か

。

土
寸

1

5

土
寸

可
E
E
An
H
H刊

、
E
E

A
n
H
Uド

圃殺
人
事
件
捜
査
に

圃

ご
協
力
を
f

昭
和
田
年
7

月
日
日

間
未
明

に
、

松
山

市
泉
町
の
ア

パ
ー
ト

で

一

看
護
学
生

の
毛
利
久
美
代
さ
ん
が

一

殺
害
さ

れ
た
事
件
は
時
効
ま

で
あ

一

と
わ
ず
か
で
す
。

O
当
時

、

現
場
付

近

を
通
行
し

た
人

O
当
時

、

不
審
な
人

を
見
か
け
た
人

O
犯
人
の
噂
を
聞
い

た
人

な
ど

、

皆
さ
ん
か

ら

の

情
報
を
お
待
ち

し
て
い

ま
す
。

{
通
報
先
}

松
山

東
警
察
署

色
9
4
3

・
0
1
1
0

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

ハ
U
1
ょ

っ
L
n
U

・

『
u
o
o
c
u

・

λ
付
A
守
A
吐

ぬ

.5月ごみの収集日 ・
清掃センター 電話 966-49 89

1 .もえるごみ

収集曜日 収集 地域 収集変更日又It収集休止日

東谷 ・西谷
5月 3 8伺)は 、

月 ・ 木 土谷 ・滑川 ・奥松瀬川
毎 天神 (山田団地を除く )

収集を休みます

火・金
北方東 ・北方西 5月 4 日ωは 、

週 南方東 ・南方西 収集を休みます

水・土
町西 ・町東 (天神を除く ) 5月 5 日制正、

山田団地 ・績灘団地 ・ 前松瀬川 5月6日休)に収集します

2 .もえないとみ・粗大ごみ

収 集地 域 ガラス・空ビン類 空き缶等金物類 粗大ごみ

東谷・西谷

土谷・滑川・奥松滋川 5月 10日(月) 5月 24日(月) 5月 1 7日(月)

天神 (山田団地を除く )

北方東 ・北方西
5月 11 日伏) 5月 25日ω 5月 1 8日(:!j

南方東・南方西

町西 ・町東 (天神を除く )

山田団地・償灘団地 5月 1 2 日附 5月26日休) 5月 1 9日休)

前松瀬川
/ 

広報かわうち



健康センターから

-健康センター fi966 ・2191

E器防官話1撮温

O歯科検診
日 時 5 月 20 日休j

受付 午前 9 時~ 11時
午後 1 n寺 ~ 3 時

場所 健康センター 2 階

対象 l 歳~就学前の幼児
内容 歯科検診、フッ素 - サホ

ライド塗布、ブラッシン

グ指導
持参品 母子健康手帳、歯ブラシ、

タオル

料金 l 人 200円

0もぐもぐ教室
日 時 5 月 25 日例

受付 午前 9 時30分~
場 所 健康センター 2 階

対象 平成10年11 月 ~平成11年
1 月生まれの乳児とその

保護者
内容 栄養士の講話 「離乳食の

進め方について」

調理実習及び試食、身体

計測、育児相談
持参品 母子健康手帳、エプロ ン

0 3 歳児健康診査
日 時 5 月 27 日 (禍
受付 午後 1 U寺~ 2 時

場所 健康センター 2 階

対象 平成 7 年10月 ~ 12月生ま
れの幼児

-~-~~if~:議ヨ・

内容 身体計測、 小児科診察、
歯科診察、保健指導(栄
養 ・ 歯科)

持参品 母子健康手帳、アンケー
ト (事前に送付します)

O乳幼児相談
日 時 毎週水曜日
受付 午前 9 時~ 12時

場所 健康センタ - 1 階

持参品 母子健康手帳
内容 身体計測、 育児相談

-If討議五量圃

0いきいき健康講座
「ウ ォ ー キ ング しましょう !! J
日 時 5 月 18 日ω

午後 l 時30分~3 時

場所 健康センタ ー 2 階

(健康センタ一周辺を歩
きます。)

(注) ・ 運動できる服装で来て下さい。
・ 雨天の場合は 、 健康センター

で体操を行います。

-If国定~j:后狙・

0健康相談 ・ 栄養相談
血圧測定、尿検査を行っています。

健康に関することはお気軽にご相

談下さい。

日 時 毎週水曜日

午前 9 時~ 12時

場所 健康センター l 階

運動指導室

日 時 対 象 児と注 意 事 項

一
3 か月 -7 歳 6 か月の者。

種混c 

5 月 6 ぽ木)
* 百日 咳にかかったことのある方は二種混合 (ジフテリア

午後 2 時~ 3 時 破傷風) を受付で申し出て受けてください。

ポ 5 月 1 4日幽
3 か月 -7 歳 6 か月の者。

リ 5 月 1 7日例) * 下痢をしていると受けられません。
オ 午後 2 時~ 3 時

S皇脳砲
5 月 11 日ω 6 か月 - 7 歳 6 か月 の者。

5 月 2 1 日幽 * 標準的には、 3 歳で 2 恒|、 4 j畿で 1 I!!Iの合計 3 回を受ける

午後 2 時~ 3 時 必要があります。

風 5 月25 日u<) l 歳-7 歳 6 か月の者。

疹 午後 2 時- 3 時 *原則として、麻疹接種後に受けてください。

。場所 健康センター 2 階 。持参品 母子健康手帳 予防接種手帳 ー 体温計

ぬ

世界禁煙デ- 5/31 

0こころの健康相談
精神的に不安定だったり、お年寄りの痴呆
等の相談をお受けしています。

日 時 5 月 11 日ω
午前 9 時~ 12時

場所 健康センタ ー及び家庭訪問

(注)予約制ですので、 事前に保健婦まで
ご連絡下さい。

0滑川健康相談
日 時 5 月 7 日幽
場所

生活改善センター 午前11 1侍 ~ 12時

海上集会所 午後 l 時30分~2 時30分
九騎 午後 3 時~4 時

-・n且~aJ_

理学療法士による機能回復の訓練を行って
います。

日 時 毎週水曜日午後 l 時~3 時
場所 ガリラヤ荘

(注) 申し込みが必要ですので、保健婦ま
でご連絡下さい。

ESii闘E識調同:岨圃

日 時 毎週月曜日

午前 8 時30分~ 10時
場 所 健康センタ ー

持参品 印鑑、登録をしている犬は鑑札、

予防接種済票

-rr相圃圃111・

日 時 5 月 13 日 (対
場所

四国乳業側午前 9 時~ 12時

役場別館前午後 l 時30分~4 時

~i:M呈t司容掴 (診療時間午前日時30分~午後5時30分)
日 当番医 住所 電話

2日
中川病院

松山市
(日曜日 ) 南梅本町

976-7811 

3 日
山本内科 川内町北方(憲法記念日) 966-2066 

4 日
泉 内 手ヰ 川内町南方(休日 ) 966-2226 

5日
藤 石 病 院

重信町 964-1234 (こどもの日 ) 志津川

9日
宮内病院

松山市
(日曜日 ) 北梅本IIIJ

975-0091 

' 6 日 岸本医院 川内 IIIJ 北方 966-5670 ( 日曜日 )

23日 愛媛+全医療 川内町南方(日曜日 ) 学院付属病院
966-5011 

30日 国立療養 所 重信町
964・24 11( 日曜日 ) 愛媛 病 院 横河原

広報かわうち
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表紙の写真
4 月 4 日 、 ふるさと交流館の開館 l 周年記念

イベントが行われました。

当 日 、 訪れた先着500人の方に記念品が配ら

れるということで、玄関前には長蛇の列ができ

ていました。

数

男
女
帯

人
世

戸籍の窓
( 3 月受付分 ・ 敬称111告 )

町の動き
(4 月 1 日現在)

1 1,1 26 人 (+ 6 3人 )

5 ，273人 (+ 28人)

5 ， 853人 (+ 3 5人)

3 ， 750戸 (+ 11 戸)

口

ゴ
ル
フ
場
で
お
花
見

川
内
町
に
ゴ
ル
フ
場
が
で
き
た
昭
和
三
十
年
代

前
半
の
写
真
で
す
。

ゴ
ル
フ
場
の
オ
ー

プ
ン
当
初
は

、
川
内
町
の
住

民
に
お
花
見
が
で
き
る
よ
う
に
ゴ
ル
フ
場
を
開
放

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た

。

(
今は
、

ゴ
ル
フ

場
で
は
お
花
見
は
で
き
ま
せ
ん
。

念
の
た
め
に
)

お
花
見
弁
当
や
お
酒
を
携
え

、
思
い
思
い
の
場

所
で
雄
大
な
景
色
を
堪
能
し
な
が
ら
、
お
花
見
が

で
き
た
古
き
良
き
時
代
で
す
。

(
写
真
提
供

斉
院
ノ
木

高
須
賀
嘉
隆
さ
ん
)

な
つ
か
し
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す

f

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

"*お誕生おめでとうございます

住所 保護者 名前 生年月日

下 i中 渡部伸二 太希 3. 4 

則 之 内 中日!京 巨典 利子 3. 7 

i背川中 曽我部茂 ょnlしL て優》ろ 3.11 

西中村 佐伯 隆 こ航う だ大い 3.15 

女ごめい福をお祈りいたします

住所 氏名 年齢 死亡月日 世 帯 主

場 名越 11喜子 91 3. 6 名越敏明

和 田丸 小倉基H青 85 3.11 小倉繁一

日 浦 近藤武志雄 83 3.11 近藤正博

竹之 w 高須賀省三 38 3.12 高須賀豊

井内下 宮内 滋記 52 3.25 宮内 71.1記

河之内音田 | 越智 Ilj!i子 80 3.30 越智清高

入
園
、

入
学
、
新
入

社
な
ど
、
今

年
も
節
目
の

季
節
を
迎
、
え

ま
し
た
。

庁
新し
い
顔
ο

の
人
は
、
環
境

の
変
化
に
と
ま
ど
い
、
な
じ
む
ま

で

一
日
が
長
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

五
月
は

、

行
楽
の
シ
ー

ズ
ン
で

も
あ
り
ま
す
が
、

H

五
月
病
H
の

季
節
で
も
あ
り
ま
す

。

緊
張
し
続
け
た
四
月
が
終
わ

り

、
五
月
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
が
終
わ
る
頃
多
発
す
る
H

五
月

病
H
。

周
囲
の
人
も

気
を
つ
け
て

見
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

。

交通事故の発生状況

編集/}I I内町総務課

干 791 -0393 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TE L (089) 966-2222 
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